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助成活動名 サポートを必要とする世帯の児童預かり子育て支援 

助成額     200,000 円 

活動内容 

目的 

昨今、ひとり親世帯や共働き世帯が増加しており、保護者の疾病や入院、失業 
、別居、離婚等のライフイベントにさらされた場合、直ちに養育や経済の困窮 
に直面する。加えて発達障害等の問題を抱える子どもを養育する場合、さらな 
る困難を伴う。 
このような状況に鑑みて、官民の協力による支援が行われているが、その受け 
皿には収まらないケースが少なくない。例えば、発達障害児の福祉サービスが 
あるが、発達障害の様態を示す子どもであっても、未診断児はサービスを利用 
できない。また、各学区に放課後児童保育が設置されているが、利用は学区内 
の児童に限られる。そこでの子どもたちのトラブル多発が認められており、利 
用が制限されるケースもある。また、保護者の緊急時、井原市内近隣には子ど 
もを預けられる施設はなく、保護者不在の家庭で過ごす子どもたちもいる。 
さらに、保護者が発達障害や精神障害を有する場合、既存のサービスを迅速に 
有効に利用することが困難であり、支援に繋がらないケースも見られる。 
これらの問題を解決するために、上記に示した世帯に積極的に手を差し伸べ、 
生活を支える環境づくりとしてその受け皿を設けるなどの支援が必要である。 

内容 

場所：井原市芳井町与井 43-1 
内容 
●相談・訪問支援 
スクールカウンセラー相談業務、学校教育課、子育て支援課ならびに社会福祉 
協議会との情報共有からあげられた事案を元に対象を決定する。 
アウトリーチ、電話や SNS を活用し、対象とコンタクトをとる。 
ニーズを聴取しながら、子育て支援・家庭支援に繋げる。 
子育て支援中も適宜相談を行い、支援の継続に努める。 
 
●放課後保育 
開所日：平日 200 日/年間 
想定利用者数：7 名/1 日 
利用料：100 円/1 日 
学区を問わない 
弊団体に直接申請後、直ちに利用可 
学習、屋内外遊び、ボランティア活動等を行って過ごさせる。 
送迎あり（ガソリン代は保護者負担） 
 
●休日・長期休暇中の預かり 
開所日：基本的に平日 50 日/年間 
想定利用者数：10 名/1 日 
利用料：200 円/1 日 



上記の放課後保育と同様のサービスを行う。 
要望により昼食を提供（1 食 100 円） 
送迎あり（ガソリン代は保護者負担） 
 
●保護者の病気や急用等の場合の一時預かり（宿泊含む） 
開所日：利用者の要望と弊団体の都合により決定 50 日/年間 
想定利用者数：3 名/年間 
利用料：500 円/1 日 (3 食付き) 
上記の放課後保育・休日・長期休暇中の預かりと同様のサービスを行う。 

成果 

●相談・訪問支援 
学校教育課、子育て支援課ならびに社会福祉協議会と情報共有しつつ対象を選
定し、弊事業に繋げた。適宜 SNS 等も活用しながら保護者と連絡、報告、相談
を行った。 
LINE アプリを用いることにより、利用者が気軽に弊団体に連絡、報告、相談で
きたようである。 
 
●放課後保育 
開所日数：平日 197 日/年間 
延べ利用者数：707 名 
学区に設置された放課後児童クラブの利用が認められなかった 2 家庭の児童２
名の預かりを含む。 
 
●休日・長期休暇中の預かり 
開所日数：56 日/年間 
延べ利用者数：221 名 
2 父子家庭の児童 4 名の預かりを含む。 
 
●保護者の病気や急用等の場合の一時預かり（宿泊含む） 
開所日数：138 日 
延べ利用者数：155 名 
1 父子家庭、2 母子家庭の児童 3 名の預かり。 

今後の課題と対
応策 

今年度弊団体が対応した事案以外にも、問題を抱える多くの児童が井原市内に存在するこ
とが明らかになっている。これらの事案に対応すべく、国の挙げる子育て短期支援事業の
実施について井原市子育て支援課と協議を図り、事業実施の実現に努める。 
また、弊団体の受け皿を拡大すべく、資金活動の一環としてチャリティー絵画展を開催す
る予定である。 
 
 
 

写真の提出 

 
7 月 鳥取砂丘除草ボランティア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 
7 月 川遊び（水鉄砲）竹を用いて作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
8 月 川遊び（筏作り・筏遊び） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 
 
3 月 河川ゴミ拾いボランティア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 


